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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技機構成部材を収容可能な第１ケース体を、ベース部に重ねて固定すると共に、更に
その第１ケース体に重ねて、別の遊技機構成部材を収容可能な第２ケース体を配置し、そ
れら第１ケース体、第２ケース体及びベース部を一体に固定した遊技機において、
　前記第１ケース体に形成され、前記第１ケース体と前記第２ケース体との重ね合わせ方
向であるケース重ね合わせ方向で、前記第１ケース体を貫通したケース貫通空間を内側に
有し、前記ケース貫通空間の一部を開放すると共に開放した部分を除いた前記ケース貫通
空間の側方全体を前記第１ケース体の壁部で囲んだ溝形状をなした突部挿通部と、
　前記ベース部及び前記第２ケース体の一方に設けられて前記ケース貫通空間に向かって
突出しかつ先端部が前記ベース部及び前記第２ケース体の他方に固定されたケース挿通突
部を備え、
　前記ケース挿通突部と前記第２ケース体とによって前記ベース部に対する前記第１ケー
ス体の移動を規制したことを備えことを特徴とする遊技機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機構成部材を収容した第１ケース体及び第２ケース体をベース部に重ね
て備えた遊技機に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、この種の遊技機では、第１ケース体をベース部に重ねて固定し、その第１ケース
体に第２ケース体を重ねて固定した構造になっていた。即ち、第１ケース体に第２ケース
体を固定した状態で、その第１ケース体をベース部に着脱することが可能になっていた（
例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２１５８３８号公報（［００５１］、［００５２］、第４
図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記した従来の構造の遊技機では、第１ケース体及び第２ケース体にか
かる自重や振動等の負荷が第１ケース体とベース部との間の固定部に集中するため、その
固定部が変形して、第２ケース体と共に第１ケース体がベース部から外れたりする事態が
生じ得た。
【０００５】
　これに対し、第２ケース体をベース部に直接固定するために、例えば、ベース部のうち
第１ケース体の取付位置の両側方から複数の支柱を突設し、その支柱の先端に第２ケース
体を固定する構成が考えられる。しかしながら、このような構成では、第１ケース体をベ
ース部上に載置して固定作業を忘れ、第２ケース体のみをベース部に固定するという作業
ミスが発生した場合、第１ケース体が第２ケース体に隠れているので上記作業ミスに気付
かずに出荷される事態が生じ得る。そして、搬送中又は搬送先で第１ケース体がベース部
から脱落して、第１ケース体及びその周辺部品が破損する事態が生じ得る。
【０００６】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、ベース部に対して第１ケース体及び第２
ケース体の固定を安定させることが可能な遊技機の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するためになされた請求項１の発明に係る遊技機は、遊技機構成部材を
収容可能な第１ケース体を、ベース部に重ねて固定すると共に、更にその第１ケース体に
重ねて、別の遊技機構成部材を収容可能な第２ケース体を配置し、それら第１ケース体、
第２ケース体及びベース部を一体に固定した遊技機において、第１ケース体に形成され、
第１ケース体と第２ケース体との重ね合わせ方向であるケース重ね合わせ方向で、第１ケ
ース体を貫通したケース貫通空間を内側に有し、ケース貫通空間の一部を開放すると共に
開放した部分を除いたケース貫通空間の側方全体を第１ケース体の壁部で囲んだ溝形状を
なした突部挿通部と、ベース部及び第２ケース体の一方に設けられてケース貫通空間に向
かって突出しかつ先端部がベース部及び第２ケース体の他方に固定されたケース挿通突部
を備え、ケース挿通突部と第２ケース体とによってベース部に対する第１ケース体の移動
を規制したところに特徴を有する。
【発明の効果】
【００２１】
　［請求項１の発明］
　請求項１の遊技機では、第２ケース体がケース挿通突部によってベース部に直接固定さ
れているので、第１ケース体及び第２ケース体にかかる自重や振動等による負荷が、従来
のように第１ケース体とベース部との間の固定部分に集中して、その固定部分を変形させ
る事態を防ぐことができる。これにより、ベース部に対する第１ケース体及び第２ケース
体の固定が安定する。しかも、本発明では、第１ケース体にケース貫通空間が貫通形成さ
れ、そのケース貫通空間を介してケース挿通突部が第２ケース体とベース部とを固定して
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いるので、仮に、第１ケース体をベース部に固定し忘れ、第２ケース体のみをベース部に
固定して出荷した場合でも、第１ケース体がケース挿通突部に係止してベース部からの脱
落が防がれ、第１ケース体及びその周辺部品の破損を防ぐことができる。
　さらに、突部挿通部が溝形状になっているので、第１ケース体とベース部との組み合わ
せ作業が容易に行える。
【００２２】
（付記）本発明の更に好ましい態様や追加的構成要件を以下に列挙する。
（１）ベース部に対して第１ケース体を、ケース重ね合わせ方向と直交した第１直交方向
に案内するスライドガイド部と、その案内された第１ケース体に当接して第１直交方向で
第１ケース体を位置決めする位置決めリブと、第１ケース体を位置決めリブに向けて移動
する過程で弾性変形しかつ第１ケース体が位置決めリブに当接したときに復元して第１ケ
ース体を係止する係止爪とを備えた構成としてもよい。これにより、ベース部と第１ケー
ス体とを重ね合わせる際に、スライドガイド部によって案内され、位置決めリブによって
位置決めされる。また、係止爪は、第１ケース体を位置決めリブに向けて移動する過程で
は弾性変形し、第１ケース体が位置決めリブに当接したときに復元して第１ケース体を係
止するので容易に作業が行える。
【００２３】
（２）第１ケース体及びベース部の互いの重ね合わせ面には、第１ケース体及びベース部
の一方の壁部を貫通した連結孔と、他方の壁部から連絡孔に向かって突出し、先端部が第
１直交方向に屈曲した連結フックとが形成され、第１ケース体と位置決めリブとを第１直
交方向で離した位置で第１ケース体をベース部に重ね合わせたときに、連結フックが連結
孔に挿入されると共に、第１ケース体を位置決めリブ側に移動したときに、連結フックの
先端部が連結孔の奥部に係止して第１ケース体がベース部に対してケース重ね合わせ方向
で離脱不能に固定される構成としてもよい。これにより、第１直交方向のうち第１ケース
体が位置決めリブ側に移動したときに第１ケース体とベース部とが係止される。また、第
１直交方向のうち第１ケース体が位置決めリブと対向する側に移動したときには、第１ケ
ース体とベース部との係止が解除される。これにより、ベース部と第１ケース体とを容易
に固定することができ、また、その固定を容易に解除することができる。
【００２４】
（３）第１ケース体は、突部挿通部における内側面がケース挿通突部に当接することで、
連結フックを連結孔に挿抜可能な連結準備位置に位置決めされる構成としてもよい。これ
により、連結フックを連結孔に挿抜可能な連結準備位置に容易に位置決めすることができ
、ベース部と第１ケース体との固定及び解除をスムーズに行うことが可能となる。
【００２５】
（４）連結孔及び連結フックは、複数備えられかつ、ベース部に対して第１ケース体が正
規の位置に配置された場合にのみ全ての連結孔に全ての連結フックが挿入可能になるよう
に配置された構成としてもよい。これにより、ベース部に対して第１ケース体が正規の位
置に配置されない場合には、ベース部と第１ケース体との重ね合わせ面に複数備えた連結
フックのうちの何れかの連結フックが連結孔に挿入されないので、ベース部と第１ケース
体との重ね合わせ位置の間違いを防止することが可能となる。また、ベース部と第１ケー
ス体とを固定する連結孔及び連結フックを複数備えたので、第１ケース体とベース部との
間にかかる自重や振動等による負荷を分散することができる。
【００２６】
（５）第１ケース体と位置決めリブとの互いの当接面には、第１ケース体及び位置決めリ
ブの一方の壁部を貫通したスライド結合孔と、他方の壁部から突出し、第１直交方向でス
ライド結合孔に挿入されたスライド係合突部とが備えられ、スライド結合孔へのスライド
結合突部の挿入により、第１ケース体がベース部に対してケース重ね合わせ方向で離脱不
能に固定された構成としてもよい。これにより、スライド結合孔にスライド係合突部が挿
入されると、第１ケース体がベース部に対してケース重ね合わせ方向で離脱不能に固定可
能となる。また、第１ケース体とベース部との間にかかる自重や振動等による負荷を、ス
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ライド結合孔及びスライド係合突部によっても支持することが可能となる。
【００２７】
（６）第２ケース体及び第１ケース体には、互いに固定されるケース間固定部が備えられ
た構成としてもよい。これにより、第２ケース体と第１ケース体とを固定することができ
る。
（７）ケース間固定部は、第２ケース体及び第１ケース体の一方の壁部から突出した保持
突部と、その保持突部の側面に形成されて、ケース重ね合わせ方向及び第１直交方向の両
方に直交する第２直交方向に開放したケース間係合孔と、第２ケース体及び第１ケース体
の他方の壁部から第２直交方向に突出して、ケース間係合孔に挿入されたケース間係合突
部とからなる構成としてもよい。これにより、第１ケース体と第２ケース体とを、ケース
重ね合わせ方向及び第１直交方向の両方に直交する第２直交方向に移動させることで係止
されるようにすれば、第２ケース体とベース部及び第１ケース体との係止が緩んで外れる
虞を低減することができる。
【００２８】
（８）ベース部及び第２ケース体の一方に設けられて他方に向かって突出し、他方に固定
されると共に、第１ケース体の側方に配置されたケース固定突部を備えた構成としてもよ
い。これにより、ベース部と第２ケース体とを突部挿通部を挿通したケース挿通突部だけ
でなく、ケース固定突部によっても固定したので、第１ケース体とベース部との間にかか
る自重や振動等による負荷を分散することができるとともに、より確実にベース部と第２
ケース体とを固定することが可能となる。
【００２９】
（９）第１ケース体には、内部空間を比較的広い大空間部屋と比較的狭い小空間部屋とに
区画する空間区画壁が備えられ、突部挿通部は、第１ケース体のうち小空間部屋をケース
貫通空間が貫通するように形成された構成としてもよい。これにより、突部挿通部を空間
区画壁で囲んだので、突部挿通部の強度を強くすることができる。また、第１ケース体の
うち大空間部屋には第１ケース体に収容される遊技機構成部材が配置可能となるので、遊
技機構成部材を大空間部屋の内壁によって位置決めすることが可能となる。
【００３０】
（１０）遊技機構成部材は遊技機を電気的に作動させる電気的遊技部材であり、ベース部
は第１ケース体、第２ケース体の少なくともどちらか一方の電気的遊技部材と接続して作
動する電気的遊技部材を覆うカバー体の一部からなり、第１ケース体に収容される電気的
遊技部材は少なくとも第２ケース体に収容される電気的遊技部材と接続されて作動する構
成としてもよい。これにより、カバー体に覆われた電気的遊技部材は、第１ケース体及び
第２ケース体に収容された電気的遊技部材の少なくとも一方と接続されることにより作動
させることができる。また、第１ケース体に収容された電気的遊技部材は、第２ケース体
に収容された電気的遊技部材を接続することで作動させることができる。これにより、相
互に制御し合う電気的遊技部材を、遊技機本体に隣接して配置することができる。なお、
電気的遊技部材は、液晶パネルや図柄制御基板等の基板に限られず、例えばモータやソレ
ノイド等の電気的駆動部品であってもよい。
【００３３】
（１１）ケース挿通突部の先端部は螺子によって固定された構成としてもよい。これによ
り、ケース挿通突部を固定螺子により螺子止めしてベース部と第２ケース体とを固定して
容易に固定することができ、また、容易に取り外すこともできる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明の一実施形態に係るパチンコ遊技機の正面図
【図２】遊技機の後面図
【図３】遊技板の後面図
【図４】遊技板、液晶ケース体、第１ケース体、第２ケース体の分解斜視図
【図５】枠形ベース体の後面図
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【図６】カバー体の斜視図
【図７】第１ケース体の斜視図
【図８】第１ケース体の斜視図
【図９】第１ケース体の左上部分の拡大斜視図
【図１０】第１ケース体の分解斜視図
【図１１】第１ケース体内部の模式図
【図１２】第２ケース体の斜視図
【図１３】液晶ケース体と第１ケース体を組み付けた後面図
【図１４】液晶ケース体と第１ケース体を組み付けた後面図
【図１５】第１ケース体に第２ケース体を組み付ける方向を示した斜視図
【図１６】液晶ケース体、第１ケース体、第２ケース体を組み付けた後面図
【図１７】遊技板、液晶ケース体、第１ケース体、第２ケース体の側面図
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　以下、本発明の「遊技機」としてのパチンコ遊技機１０に係る一実施形態を、図１～図
１７に基づいて説明する。図１に示すように、パチンコ遊技機１０は、遊技球を誘導可能
な誘導レール１２に囲まれた遊技領域Ｒ１を遊技板１１の前面に備え、その遊技領域Ｒ１
をパチンコ遊技機１０の前面に備えた略円形のガラス窓９５Ｗを通して視認可能となって
いる。遊技領域Ｒ１の所定位置には、表示装置３２や各種入賞口１４Ａ，１４Ｂ，１５，
２０，２１等の各種役物が備えられている。
【００３６】
　表示装置３２は、遊技領域Ｒ１のうち向かって右上寄りに配置されている。表示装置３
２の下側には、その左右方向の中央に、第１及び第２の始動入賞口１４Ａ，１４Ｂ、大入
賞口１５及びアウト口１６が、上から順に間隔を開けて並べて設けられ、左右両側部には
、誘導レール１２に沿って一般入賞口２０，２１及びサイドランプ２２，２２がそれぞれ
設けられている。また、表示装置３２の左側には、始動ゲート１８と風車１９とが上下に
並べて設けられている。さらに、風車１９の下方には、サイドランプ２２と一体に、普通
図柄表示部１８Ｈが設けられている。これら各種入賞口１４Ａ，１４Ｂ，１５，２０，２
１，表示装置３２等の役物以外に、遊技領域Ｒ１には、遊技球と当接して流下方向を様々
に変化させることが可能な図示しない障害釘が分散配置されている。
【００３７】
　また、図１に示すように、パチンコ遊技機１０前面のうち遊技領域Ｒ１の上方には、左
右に１対のスピーカ１３Ａ，１３Ａが設けられ、遊技領域Ｒ１の下方には、上皿２６が設
けられている。上皿２６は、前方に向かって膨出しており、その上皿２６の右側には、球
貸し操作ボタン２５Ａと球貸し状態表示モニター２５Ｂとが並べて配置されている。
【００３８】
　上皿２６の下方には、皿扉２９が取り付けられている。皿扉２９の前面中央には、パチ
ンコ遊技機１０の前方に膨出して遊技球が貯留可能な下皿２８が設けられている。球抜き
ボタン２３を押圧操作すると、上皿２６に貯留された遊技球が下皿２８に排出される。皿
扉２９のうち下皿２８の左側方には、遊技ボタン２５Ｄが設けられている。遊技ボタン２
５Ｄを押圧すると、表示装置３２に変動表示されている画像、例えば、キャラクタ画像を
、遊技者の任意のタイミングで停止させることができる。下皿２８の右側方には、下皿２
８に貯留された遊技球をパチンコ遊技機１０の外部に排出するための球排出ボタン２５Ｃ
が設けられている。皿扉２９の右側部には、発射操作ノブ２７が備えられ、この発射操作
ノブ２７を回動操作することで図示しない発射装置から遊技球が遊技領域Ｒ１に向かって
発射される。
【００３９】
　次に所要の各部位についてさらに詳説する。一般入賞口２０，２１は、所謂、ポケット
構造をなし、遊技球が丁度１つ入球可能な大きさで上方に開口している。一般入賞口２０
，２１へ入球すると、その遊技球は遊技板１１の裏側に取り込まれ、代わりに所定数の賞
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球がパチンコ遊技機１０の前面に備えた上皿２６に払い出される。
【００４０】
　始動ゲート１８は、遊技球が潜って通過可能な門形構造をなし、通過した遊技球は始動
ゲート１８に内蔵された普通図柄始動スイッチ（図示せず）によって検出される。この検
出信号に基づいて、普通図柄表示部１８Ｈにおいて図柄が変動表示される。具体的には、
「０」～「９」までの数字からなる数字図柄が所定期間に亘って変動表示された後、所定
の数字図柄が停止表示される。
【００４１】
　第１及び第２の始動入賞口１４Ａ，１４Ｂは、上下方向に並んで配置されている。各始
動入賞口１４Ａ，１４Ｂは、共に遊技板１１から突出した部材の上面に開口を備えた、所
謂、ポケット構造をなしている。そして、各始動入賞口１４Ａ，１４Ｂに入った遊技球は
、遊技板１１に設けた図示しない貫通孔を通って、遊技板１１の裏側に回収される。
【００４２】
　上側に配置された第１の始動入賞口１４Ａは、遊技球が１つだけ入る開口幅を有してい
る。一方、下側に配置された第２の始動入賞口１４Ｂは、第１の始動入賞口１４Ａの真下
に配置され、その開口の左右両側には可動翼片１４Ｃ，１４Ｃが備えられている。これら
両可動翼片１４Ｃ，１４Ｃは、常には起立状態になっており、両可動翼片１４Ｃ，１４Ｃ
に挟まれた第２の始動入賞口１４Ｂの開口幅は、遊技球が１つだけ入る大きさとなってい
る。また、第２の始動入賞口１４Ｂの上方空間は、常には、第１の始動入賞口１４Ａを構
成する部材と可動翼片１４Ｃ，１４Ｃとで囲まれて、遊技球が入らないようになっている
。そして、普通図柄表示部１８Ｈで停止表示された数字図柄が奇数になると、遊技板１１
の裏に設けたソレノイドが駆動されて、可動翼片１４Ｃ，１４Ｃが所定期間（例えば、０
．４秒間）に亘って横に倒される。すると、第２の始動入賞口１４Ｂの上方空間が側方に
開放し、第１の始動入賞口１４Ａの両脇を通過した遊技球が可動翼片１４Ｃに受け止めら
れて第２の始動入賞口１４Ｂに案内されるようになる。
【００４３】
　各始動入賞口１４Ａ，１４Ｂに遊技球が入賞すると、各始動入賞口１４Ａ，１４Ｂ内に
設けた図示しない始動口センサが遊技球を検出し、その検出信号に基づいて、例えば、４
個の遊技球が上皿２６に払い出されると共に、表示装置３２において図柄が変動表示され
る。具体的には、表示装置３２には、通常、３つの左、中、右の特別図柄３２Ａ，３２Ｂ
，３２Ｃが横並びに表示されている。これら各特別図柄３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃは、例え
ば、「０」～「１１」の数字を表記した複数種類のもので構成されており、通常は、各特
別図柄３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃごと、所定の種類のものが停止表示されている。そして、
始動入賞口１４Ａ，１４Ｂに遊技球が入賞したときに、これら３つの特別図柄３２Ａ，３
２Ｂ，３２Ｃが、上下方向にスクロール表示され、所定時間後に、例えば、左、中、右の
順で各特別図柄３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃが停止表示される。このとき、例えば、全ての特
別図柄３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃが同じ図柄、即ち、ぞろ目になった場合に、遊技が「大当
たり状態」になる。なお、表示装置３２において特別図柄３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃが変動
表示又は「大当たり状態」の最中に始動入賞口１４Ａ，１４Ｂに入賞した場合、その入賞
球は最大で４個まで保留記憶され、特別図柄３２Ａ，３２Ｂ，３２Ｃが停止表示又は「大
当たり状態」が終了すると、その保留記憶に基づいて再び、特別図柄３２Ａ，３２Ｂ，３
２Ｃが変動表示される。
【００４４】
　大入賞口１５は、横長矩形に形成されて、常には、可動扉１５Ｔにて閉塞されている。
パチンコ遊技機１０が「大当たり状態」になると、遊技板１１の裏に設けた図示しないソ
レノイドが駆動され、可動扉１５Ｔが所定期間に亘って前側に倒れる。これにより、大入
賞口１５が開放され、可動扉１５Ｔを案内にして、大入賞口１５に多くの遊技球が入賞可
能となる。ここで、可動扉１５Ｔが、開放してから閉じるまでの間を「ラウンド」と称す
ると、１つのラウンドは、可動扉１５Ｔの開放時間が３０秒に達したか、又は、大入賞口
１５に遊技球が１０個入賞したかの何れかの条件が先に満たされた場合に終了する。また
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、「大当たり状態」は、最大で、例えば１５ラウンドまで継続される。
【００４５】
　大入賞口１５の内部には、計数入賞口が設けられている。計数入賞口内には、カウント
センサが設けられており、遊技球の入賞を検出すると入賞球数をカウントし、入賞球が前
記したように計１０個に達したか否かをチェックする。なお、大入賞口１５に遊技球が入
賞すると、例えば、１５個の遊技球が上皿２６に払い出される。
【００４６】
　表示装置３２は、枠形構造をなした装飾枠３３の後方に、例えば、１５インチの液晶デ
ィスプレイパネル３０（以下、単に「液晶パネル３０」という）を備えた構造になってい
る。そして、遊技板１１の後面１１Ｒに配置された後述する液晶ケース体５０（図４参照
）によって、液晶パネル３０の後面が覆われている。以上が遊技領域Ｒ１に備えた各種役
物に関する説明である。
【００４７】
　パチンコ遊技機１０の後面には、図２に示すように種々の部品が組み付けられた縦長矩
形の機構板４９が固定されている。機構板４９の中央部には、遊技板１１の後面１１Ｒを
後方に露出させた矩形開口４４が形成されている。機構板４９のうち上側部分には遊技球
を貯留する遊技球タンク４５が組み付けられ、機構板４９の一側方には払出装置４６が設
けられており、機構板４９の下側部分には払出制御装置４７と電源装置４８とが並んで設
けられている。なお、払出装置４６は、遊技球タンク４５から遊技球誘導レール４５Ｒを
通して遊技球を受け取り、払出制御装置４７からの指令に応じて所定数の遊技球を払い出
す。
【００４８】
　図３に示すように、遊技板１１の後面１１Ｒには、各種電子機器を収容した複数のケー
ス体５０，６０，７０，８０が取り付けられている。詳細には、矩形板状の液晶パネル３
０を収容した液晶ケース体５０と、図柄制御基板９１及び音声制御基板９２（図１０参照
）を収容した第１ケース体６０と、サブ制御基板９５を収容した第２ケース体７０（図１
２参照）とが前後方向で重なった状態で取り付けられており（図１７参照）、これら各ケ
ース体５０，６０，７０の下方に、メイン制御基板（図示せず）を収容したメイン制御基
板ケース体８０が取り付けられている。これら各ケース体５０，６０，７０，８０は、何
れも透明な樹脂で構成されており、内部が視認可能となっている。また、これらの各ケー
ス体５０，６０，７０，８０は、機構板４９の矩形開口４４の内側に配置され、図示しな
い樹脂製カバー８４Ｃによって後方から覆われている。そして、各電子機器がそれぞれ各
ケース５０，６０，７０，８０に収容されたことで、各電子機器に直接触れることなく組
み付け作業を行うことができ、各電子機器の破損を防止できる。なお、図柄制御基板９１
、音声制御基板９２及びサブ制御基板９５が本発明の「遊技機構成部材」に相当する。図
柄制御基板９１は、サブ制御基板９５より送信される制御信号を受信して作動し表示装置
３２を制御している。
【００４９】
　以下、各ケース５０，６０，７０について詳説する。なお、以下の説明における前後方
向はパチンコ遊技機１０の前後方向（本発明の「ケース重ね合わせ方向」に相当する）を
示し、上下左右の方向はパチンコ遊技機１０を後側からみた場合の上下左右の方向を示す
こととする。
【００５０】
　液晶ケース体５０は、図４に示すように、遊技板１１の後面１１Ｒに固定された枠形ベ
ース体５１と、液晶パネル３０を収容したカバー体５２とからなる。枠形ベース体５１は
液晶パネル３０より一回り大きな矩形枠状をなし、遊技板１１の後面１１Ｒに宛がわれて
固定されている。カバー体５２は、その枠形ベース体５１の後面側に前後方向に組み合わ
されている。また、枠形ベース体５１には、液晶パネル３０の画面３０Ｇとほぼ同じ大き
さの表示開口５１Ａが形成されている。
【００５１】
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　図５に示すように、枠形ベース体５１のうち、遊技板１１の後面１１Ｒに突き当てられ
た前端縁には、薄板状をなした複数の取付部５１Ｄが形成されている。これら取付部５１
Ｄを遊技板１１の後面１１Ｒに螺子止めすることで、枠形ベース体５１が遊技板１１を介
してパチンコ遊技機１０に固定されている。また、枠形ベース体５１とカバー体５２とを
合体固定するために、枠形ベース体５１の左右両辺には複数のベース側係合部５１Ｇが後
方に向かって突出している。
【００５２】
　カバー体５２は、枠形ベース体５１側（前方）に開放した扁平箱形構造をなしている。
即ち、カバー体５２は、図４に示すように、矩形状の後面壁部５２Ａの外縁部から枠形ベ
ース体５１に向けて囲壁５２Ｂが突出した構造をなしており、その内側に液晶パネル３０
（図４には示されていない）が固定されている。また、カバー体５２を枠形ベース体５１
に合体固定するために、カバー体５２の左右両辺には、ベース側係合部５１Ｇと凹凸係合
する複数のカバー側係合部５２Ｇが側方に張り出している。
【００５３】
　図６に示すように、カバー体５２のうち後面壁部５２Ａの上端寄り位置には、上辺と平
行な段差部が形成され、この段差部より上方部分は前方にオフセットした放熱壁５２Ｃに
なっている。放熱壁５２Ｃの全体には、複数の放熱孔が形成され、これにより液晶パネル
３０が発する熱を液晶ケース体５０の外部に放出可能となっている。また、放熱壁５２Ｃ
のうち下寄り位置で左右方向の中央には、ガイド壁５２Ｊが後方に向かって略垂直（即ち
、略水平）に起立している。ガイド壁５２Ｊは、下側の壁面が基端部に向かうに従って下
方に僅かに傾斜している。
【００５４】
　後面壁部５２Ａの下端寄り位置には、下辺と平行な屈曲部が形成されており、屈曲部よ
り下側部分が、下方に向かうに従って枠形ベース体５１に近づくように傾斜した傾斜壁５
２Ｄになっている。また、傾斜壁５２Ｄと囲壁５２Ｂの下辺部とがなす角部には、稜線に
沿って複数の通気孔５２Ｙが形成されている。
【００５５】
　後面壁部５２Ａのうち放熱壁５２Ｃと傾斜壁５２Ｄとに挟まれた部分は、遊技板１１の
後面１１Ｒに対して平行（即ち、略鉛直）な本発明に係るベース部５２Ｅとなっている。
ベース部５２Ｅは略矩形状をなし、その下辺に沿ってスライドガイド部５３Ａが後方に向
けて起立している。また、ベース部５２Ｅの右側部分には、その右辺に沿って位置決めリ
ブ５３Ｂが後方に向かって起立している。このスライドガイド部５３Ａと位置決めリブ５
３Ｂとは、ベース部５２Ｅの右下角部で直角に交わって接続している。
【００５６】
　また、ベース部５２Ｅのうち左側部分には、前方（カバー体５２の内側）に陥没した陥
没部５２Ｆが形成されている。その陥没部５２Ｆの上部及び下部は、カバー体５２の前面
側に貫通したケーブル孔５２Ｈが形成されている。そして、スライドガイド部５３Ａの左
端部は、下側のケーブル孔５２Ｈの後方に片持ち梁状に張り出して配置された係止爪５４
となっている。係止爪５４は、スライドガイド部５３Ａより若干下側で水平に延びる水平
片５４Ａと、水平片５４Ａの先端に設けられ下方に傾斜した傾斜片５４Ｂとからなる。傾
斜片５４Ｂと水平片５４Ａとの接続部分は、水平片５４Ａから上方に突出した段差状にな
っており、その接続部分の上面はスライドガイド部５３Ａと面一になっている。
【００５７】
　一方、位置決めリブ５３Ｂには、上下２箇所に矩形状のスライド結合孔５３Ｃ，５３Ｃ
が貫通形成されている。上側のスライド結合孔５３Ｃは、下側のスライド結合孔５３Ｃよ
りも、その矩形開口の上下方向の長さが短くなっている。
【００５８】
　そして、ベース部５２Ｅのうち陥没部５２Ｆの右側に隣接する位置には、本発明にかか
るケース挿通突部５５が設けられている。ケース挿通突部５５は、ベース部５２Ｅから後
方に向かって突出した円柱形状をしており、その先端寄り部分には上方に向かって縮径す



(9) JP 4838346 B2 2011.12.14

10

20

30

40

50

る傾斜面５５Ａが形成されている。また、ベース部５２Ｅのうちケース挿通突部５５と上
下方向の位置が略同一で、位置決めリブ５３Ｂとベース部５２Ｅの右端との間には、ケー
ス固定突部５６が設けられている。ケース固定突部５６も、ベース部５２Ｅから後方に向
かって突出した円柱形状をしており、その先端寄り部分は縮径している。このケース挿通
突部５５及びケース固定突部５６は、先端に螺子孔が形成されており、後述する第２ケー
ス体７０の突部固定部７５に固定される部分となっている。
【００５９】
　また、ベース部５２Ｅには、複数の連結孔５７が形成されている。連結孔５７は、カバ
ー体５２の後面壁部５２Ａを貫通して形成された左右方向に長い孔で、ベース部５２Ｅ上
に例えば４つ設けられている。各連結孔５７は、ベース部５２Ｅ上で平行に形成されてお
り、その左右方向の長さが等しくなっている。また、各連結孔５７は、ベース部５２Ｅ上
において、それぞれが非対称な位置に配置されている。
【００６０】
　次に第１ケース体６０について説明する。第１ケース体６０は、図４に示すように、カ
バー体５２のベース部５２Ｅに重ねて取り付けられている。図７に示すように、第１ケー
ス体６０は、横長矩形で前後方向に薄くなった扁平箱形構造をなしている。第１ケース体
６０の前面及び後面は、ベース部５２Ｅに平行（即ち略鉛直）な前側壁部６１Ａと後側壁
部６２Ａとなっており、第１ケース体６０の上下左右の側面は、囲壁６０Ｂによって囲ま
れている。この前側壁部６１Ａ及び後側壁部６２Ａと囲壁６０Ｂとの角部には、全体に亘
って複数の通気孔６０Ｙが設けられ、第１ケース体６０の内部に収容された図柄制御基板
９１及び音声制御基板９２が発する熱を外部に排出可能になっている。
【００６１】
　第１ケース体６０の右側の囲壁６０Ｂからは、第１ケース体６０の右方に張り出したス
ライド係合突部６９，６９が上下２箇所に設けられている。これらスライド係合突部６９
、６９は、上記した位置決めリブ５３Ｂのスライド結合孔５３Ｃ，５３Ｃと対応する位置
に配置されており、上側のスライド係合突部６９は、下側のスライド係合突部６９よりも
上下方向の長さが短くなっている。そして、右側の囲壁６０Ｂと位置決めリブ５３Ｂとを
当接させると、スライド結合孔５３Ｃ，５３Ｃにスライド係合突部６９，６９が挿入可能
になっている。なお、上側のスライド結合孔５３Ｃは、上側のスライド係合突部６９が丁
度挿入可能な大きさとなっており、上側のスライド係合突部６９よりも上下方向に長い下
側のスライド係合突部６９を誤って上側のスライド結合孔５３Ｃに挿入しようとしても、
挿入されない構造になっている。
【００６２】
　また、第１ケース体６０の前側壁部６１Ａには、その前面側に複数の連結フック６７が
設けられている。連結フック６７は、図８に示すように、前側壁部６１Ａから前方に突出
し先端がクランク状に右側に曲がっている。この連結フック６７は、上記したベース部５
２Ｅの連結孔５７に対応する位置に配置され、連結フック６７の全体が連結孔５７に挿入
可能となっている。なお、連結孔５７はベース部５２Ｅ上で非対称に配置されているので
、第１ケース体６０をベース部５２Ｅに取り付ける際に、第１ケース体６０がベース部５
２Ｅに対して正規の位置に配置されていない場合には、全ての連結フック６７が連結孔５
７に挿入されない構造になっている。また、第１ケース体６０が「連結準備位置」に配置
されると、全ての連結フック６７が連結孔５７に挿抜可能となる。
【００６３】
　第１ケース体６０の下側の囲壁６０Ｂの左寄り位置からは、図７に示すように、下方に
向かって三角突部６４が突出している。三角突部６４の右側には右方に向かうに従って囲
壁６０Ｂ側に近づく傾斜面６４Ａが形成されており、三角突部６４の左側は囲壁６０Ｂか
ら下方に向かって垂直な係止面６４Ｂが形成されている。
【００６４】
　そして、第１ケース体６０には、第１ケース体６０を前後方向に貫通した突部挿通部６
５が形成されている。図９は第１ケース体６０のうち突部挿通部６５の部分を拡大した図
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である。突部挿通部６５は、横長矩形状の挿通部開口６５Ａを第１ケース体６０の前面及
び後面に有し、その内部には挿通部内壁６５Ｂによって三方を囲まれ、第１ケース体６０
の側面に開放した溝構造のケース貫通空間６５Ｃが形成されている。また、突部挿通部６
５は、第１ケース体６０のうちベース部５２Ｅのケース挿通突部５５に対応する部分に形
成されている。第１ケース体６０がベース部５２Ｅに固定した状態では、ベース部５２Ｅ
のケース挿通突部５５は、突部挿通部６５内のケース貫通空間６５Ｃを貫通し、その先端
が第１ケース体６０の後方に突出する。
【００６５】
　また、第１ケース体６０は、前側第１ケース６１と後側第１ケース６２とを前後方向に
組み合わせてなる。第１ケース体６０には、図７に示すように、これら前側第１ケース６
１と後側第１ケース６２とを係止するための側方係止部６０Ｄが設けられている。側方係
止部６０Ｄは第１ケース体６０の上下左右の側面に各１箇所ずつ設けられ、上側と下側の
側方係止部６０Ｄは第１ケース体６０の右寄り位置にそれぞれ配置されている。これによ
り、仮に前側第１ケース６１と後側第１ケース６２とを組み合わせる際に、方向を間違え
て組み合わせても係止されない構造になっている。
【００６６】
　図１０には第１ケース体６０を分解した状態が示されている。第１ケース体６０の内部
では、右側に図柄制御基板９１が、左側に音声制御基板９２が左右に並べて収容されてい
る。図柄制御基板９１及び音声制御基板９２は、それぞれ長方形状をなし、図柄制御基板
９１の上下方向の長さは、第１ケース体６０の前側壁部６１Ａの上下方向の長さと略同一
の長さになっている。一方、音声制御基板９２の上下方向の長さは、図柄制御基板９１よ
りも短くなっている。図柄制御基板９１と音声制御基板９２との間は、基板コネクタ９１
Ｂで接続されており、両基板９１，９２には図示しないＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ等の電子
部品が実装されている。また、図柄制御基板９１の右端部には、演出データ基板９３が取
り付けられ、上下端部には他の制御基板との間でハーネスを接続するためのケーブルコネ
クタ９１Ｃが実装されている。第１ケース体６０の後側第１ケース６２には、その上部及
び下部が一部陥没して複数のハーネス接続孔６０Ｃが設けられており、これらハーネス接
続孔６０Ｃを通して図示しないハーネスの末端に備えられたコネクタが、図柄制御基板９
１のケーブルコネクタ９１Ｃに接続されている。
【００６７】
　ところで、第１ケース体６０の内部は、図１１に示すように、大空間部屋６０Ｌと小空
間部屋６０Ｍとに区画され、その大空間部屋６０Ｌと小空間部屋６０Ｍとの間には空間区
画壁６０Ｎが設けられている。空間区画壁６０Ｎは水平方向の壁部と垂直方向の壁部とか
らなり、第１ケース体６０の左上部分の空間を分断している。この大空間部屋６０Ｌには
、図柄制御基板９１及び音声制御基板９２が収容されている。また、小空間部屋６０Ｍに
は、上記した突部挿通部６５のケース貫通空間６５Ｃが前後方向に貫通して設けられてい
る。
【００６８】
　第１ケース体６０のうち前側第１ケース６１には、図１０に示すように、大空間部屋６
０Ｌ内に複数の基板支持支柱６１Ｓが設けられている。各基板支持支柱６１Ｓの先端面は
面一となっており、その先端面は図柄制御基板９１及び音声制御基板９２に当接して位置
決めしている。一方、前側第１ケース６１に対向する後側第１ケース６２からは、基板支
持支柱６１Ｓに向かって図示しない基板抑え支柱が延び、各基板９１，９２に後方から当
接して前後方向に規制している。また、前側第１ケース６１には、大空間部屋６０Ｌ内に
空間区画壁６０Ｎの水平方向の壁部に対応する基板支持壁６１Ｔが設けられている。基板
支持壁６１Ｔには、その先端寄り位置に基板支持支柱６１Ｓの先端面と面一な段差面が設
けられ、音声制御基板９２を位置決めしている。さらに、囲壁６０Ｂの内壁には、基板支
持支柱６１Ｓの先端面と面一な段差面が形成されており、各基板９１，９２を位置決めし
ている。
【００６９】
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　空間区画壁６０Ｎは、第１ケース体６０のうち後側第１ケース６２に設けられている。
図９に示すように、突部挿通部６５は、右方及び下方を空間区画壁６０Ｎによって、上方
を囲壁６０Ｂによって囲まれている。上述したように、突部挿通部６５は挿通部内壁６５
Ｂによって三方を囲まれており、これに加えて空間区画壁６０Ｎによっても囲まれている
ので、突部挿通部６５はより強度が増加している。
【００７０】
　さて、第１ケース体６０の後方には、第２ケース体７０が取り付けられる。図７に示す
ように、第１ケース体６０の後側壁部６２Ａのうち上下のハーネス接続孔６０Ｃの間で右
寄り位置は第２ケース体設置部６２Ｓとなっている。第２ケース体設置部６２Ｓの左上部
分は突部挿通部６５の挿通部開口６５Ａに隣接し、第２ケース体設置部６２Ｓの右上部分
はカバー体５２から延びるケース固定突部５６の先端に隣接している（図１４参照）。ま
た、第２ケース体設置部６２Ｓの下端部分には、２つの保持突部６６，６６が後方に向か
って突出している。そして、各保持突部６６の上面には、上方に向かって開放したケース
間係合孔６６Ａが形成されている。このケース間係合孔６６Ａには、後述する第２ケース
体のケース間係合突部７６が挿入され、第１ケース体６０と第２ケース体７０とを係止可
能にしている。なお、後側壁部６２Ａのうち第２ケース体設置部６２Ｓ以外の部分には、
複数の通気孔６２Ｚが形成されている。通気孔６２Ｚにより、第１ケース体６０の内の図
柄制御基板９１及び音声制御基板９２が発する熱は外部に排出可能になっている。
【００７１】
　第２ケース体７０は、図１２に示すように、前後方向に薄くなった扁平構造をなし、内
部に収容されたサブ制御基板９５のケーブルコネクタ９５Ｄ等が、後面壁に形成された複
数の矩形開口７１Ｗを介して、第２ケース体７０の外部に露出している。そして、図示し
ないハーネスの末端に備えられたコネクタが、ケーブルコネクタ９５Ｄに接続され、図柄
制御基板９１や他の制御基板又は制御装置等に繋げられている。
【００７２】
　第２ケース体７０のうち下端部には、下方に向かって突出した２つのケース間係合突部
７６，７６が設けられている。ケース間係合突部７６は、第２ケース体７０のうち前側の
壁面と面一となる面を有しており、上記した第１ケース体６０のケース間係合孔６６Ａに
上方から挿入して係合している。
【００７３】
　第２ケース体７０のうち左右両端部の上方寄り位置からは、側方に向かって突部固定部
７５，７５が突出している。各突部固定部７５，７５には、カバー体５２のケース挿通突
部５５及びケース固定突部５６の先端の形状に対応した円柱状の凹部を有する支柱先端支
持部７５Ａ，７５Ａが形成されており、その支柱先端支持部７５Ａには、螺子孔７５Ｂが
貫通形成されている。そして、各支柱先端支持部７５Ａをケース挿通突部５５及びケース
固定突部５６の先端に係合すると共に、螺子止めすることで第２ケース体７０がカバー体
５２に固定されている。
【００７４】
　本実施形態のパチンコ遊技機１０に係る構成に関する説明は以上である。次に、本実施
形態のパチンコ遊技機１０の作用効果について説明する。パチンコ遊技機１０の製造工程
において、第１ケース体６０及び第２ケース体７０は、液晶ケース体５０のカバー体５２
に以下のようにして組み付けられる。
【００７５】
　第１ケース体６０を、カバー体５２のベース部５２Ｅに組み付ける際には、まず、ベー
ス部５２Ｅのケース挿通突部５５を第１ケース体６０の突部挿通部６５に挿通させる。そ
の際、図１３に示すように、第１ケース体６０は、ベース部５２Ｅに対して、ケース挿通
突部５５が突部挿通部６５の右側の挿通部内壁６５Ｂに当接した位置になるように配置す
る。ケース挿通突部５５は先端寄り部分に傾斜面５５Ａを有しているので、突部挿通部６
５の挿通部開口６５Ａの右側縁部に摺動させつつ挿入すれば容易に配置できる。
【００７６】
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　また、ケース挿通突部５５が突部挿通部６５の右側の挿通部内壁６５Ｂに当接した位置
は、第１ケース体６０の全ての連結フック６７がベース部５２Ｅの各連結孔５７に挿抜可
能となる連結準備位置に一致している。即ち、突部挿通部６５における右側の挿通部内壁
６５Ｂにケース挿通突部５５を当接させることで、連結準備位置に容易に位置決めするこ
とができ、ベース部５２Ｅと第１ケース体６０との固定をスムーズに行うことが可能とな
る。
【００７７】
　連結フック６７が連結孔５７に挿入した状態で、第１ケース体６０をベース部５２Ｅに
対して左方から右方にスライドさせると、連結フック６７の先端部は連結孔５７の奥部に
係止して第１ケース体６０がベース部５２Ｅに対して上下方向及び前後方向で離脱不能に
固定される。これにより、第１ケース体６０は、各連結フック６７によって支えられるこ
とになる。
【００７８】
　また、ベース部５２Ｅに対して第１ケース体６０を左方から右方にスライドさせる際、
第１ケース体６０はベース部５２Ｅのスライドガイド部５３Ａによって案内され、位置決
めリブ５３Ｂに当接し位置決めされる（図１４参照）。その第１ケース体６０が位置決め
リブ５３Ｂに向けてスライドする過程で、係止爪５４の傾斜片５４Ｂは、三角突部６４の
傾斜面６４Ａに当接し、係止爪５４の水平片５４Ａが下側に弾性変形する。第１ケース体
６０がさらにスライドを続けると、傾斜片５４Ｂが三角突部６４の頂上を越えて水平片５
４Ａが弾性復元する。すると、三角突部６４の係止面６４Ｂが、係止爪５４の傾斜片５４
Ｂと水平片５４Ａとの間の段差面に当接し係止される。ここで、第１ケース体６０が位置
決めリブ５３Ｂに当接する位置と、水平片５４Ａが弾性復元する位置は略同一となってい
る。これにより、第１ケース体６０は位置決めリブ５３Ｂと係止爪５４とによって左右方
向の動きが規制される。また、第１ケース体６０とベース部５２Ｅとは、右方向にスライ
ドさせることによって係止可能であるので容易に作業が行える。
【００７９】
　さらに、ベース部５２Ｅに対して第１ケース体６０を位置決めリブ５３Ｂに当接させる
と、第１ケース体６０のスライド係合突部６９が、位置決めリブ５３Ｂのスライド結合孔
５３Ｃに挿入する。これにより、第１ケース体６０がベース部５２Ｅに対して前後方向で
離脱不能に固定される。
【００８０】
　なお、ベース部５２Ｅと第１ケース体６０との固定を解除する際には、第１ケース体６
０を左方向に移動させ連結準備位置に配置されたときに、連結フック６７と連結孔５７の
係止、及び、スライド係合突部６９とスライド結合孔５３Ｃの係止が解除される。これに
より、ベース部５２Ｅと第１ケース体６０との固定の解除についても容易に行うことがで
きる。
【００８１】
　次に、第２ケース体７０をベース部５２Ｅ及びベース部５２Ｅに取り付けた第１ケース
体６０に組み付ける際には、図１５に示すように、第２ケース体７０を第１ケース体６０
に対して上方から下方に向けてスライドさせて、第１ケース体６０のケース間係合孔６６
Ａに第２ケース体７０のケース間係合突部７６を挿入して係合する。
【００８２】
　また、第２ケース体７０は、ベース部５２Ｅのケース挿通突部５５及びケース固定突部
５６の先端に、突部固定部７５を宛がって螺子止め固定される。螺子により固定可能とし
たので、第２ケース体７０とベース部５２Ｅとを容易に固定することができ、また、容易
に取り外すことができる。
【００８３】
　このように第１ケース体６０及び第２ケース体７０をベース部５２Ｅに組み付けると、
図１６及び図１７に示すように、ベース部５２Ｅ、第１ケース体６０、第２ケース体７０
は前後方向に重なった状態で固定される。ここで、第２ケース体７０は、第１ケース体６
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０との間でケース間係合孔６６Ａとケース間係合突部７６とによって固定されるのみなら
ず、ベース部５２Ｅのケース挿通突部５５及びケース固定突部５６と突部固定部７５とに
よっても固定されている。これにより、第１ケース体６０と第２ケース体７０との間にか
かる負荷は、第１ケース体６０のケース間係合孔６６Ａ及びベース部５２Ｅのケース挿通
突部５５及びケース固定突部５６によって支えられる。このように、第２ケース体７０を
、第１ケース体６０によって支えるとともに、ベース部５２Ｅによっても支えることがで
きるので、負荷を分散することができるとともに、より確実に第２ケース体７０をパチン
コ遊技機１０に固定することが可能となる。
【００８４】
　一方、ベース部５２Ｅと第１ケース体６０との間にかかる負荷は、連結フック６７と連
結孔５７、スライド係合突部６９とスライド結合孔５３Ｃ、及び、位置決めリブ５３Ｂと
係止爪５４によって支えられている。また、第１ケース体６０は下方からスライドガイド
部５３Ａの全体によっても支えられている。さらに、第１ケース体６０の後面に固定され
る第２ケース体７０によって、後面側からも支えられている。このように、第１ケース体
６０は、第１ケース体６０の異なる方向、即ち、前方、右方、下方及び後方から支えられ
ている。これにより、第１ケース体６０とベース部５２Ｅとの間にかかる負荷を分散させ
ることができる。
【００８５】
　また、ケース挿通突部５５の突部挿通部６５へ挿通される方向は前後方向で、ベース部
５２Ｅと第１ケース体６０とがスライドして係合される方向は左右方向であるので、それ
ぞれの方向は互いに直交し、ベース部５２Ｅと第１ケース体６０との係止が緩んで合体が
外れる虞を低減することができる。さらに、第２ケース体７０と第１ケース体６０との係
合方向は上下方向であり、前後方向及び左右方向と直交するので、ベース部５２Ｅ及び第
１ケース体６０と第２ケース体７０との係止が緩んで外れる虞も低減することができる。
【００８６】
　なお、第２ケース体７０は、ベース部５２Ｅに対して第１ケース体６０が正規の位置で
固定されない場合には、固定できない構成になっている。即ち、ベース部５２Ｅと第１ケ
ース体６０との重ね合わせ面に複数備えた連結フック６７のうちの何れかの連結フック６
７が連結孔５７に挿入されないので、ベース部５２Ｅと第１ケース体６０とを重ね合わせ
てスライドすることができない。そして、ベース部５２Ｅと第１ケース体６０とをスライ
ドさせないと、ケース挿通突部５５及びケース固定突部５６と、ケース間係合孔６６Ａの
位置関係がずれて第２ケース体７０を固定することができなくなる。これにより、第１ケ
ース体６０をベース部５２Ｅに固定し忘れる事態を防止することが可能となる。
【００８７】
　また仮に、第１ケース体６０をベース部５２Ｅに載置して固定作業を忘れ、第２ケース
体７０のみをベース部５２Ｅに固定するという作業ミスが発生してしまったとしても、ベ
ース部５２Ｅと第２ケース体７０とを繋ぐケース挿通突部５５が、第１ケース体６０を貫
通するケース貫通空間６５Ｃを貫通しているので抜け止めされ、パチンコ遊技機１０本体
から外れてしまう事態を防ぐことができる。なお、ケース挿通突部５５は、突部挿通部６
５の挿通部内壁６５Ｂに三方を囲まれているので、ケース挿通突部５５が外部に露出して
破損する虞を低減することができる。さらに、ケース固定突部５６の固定が解除されてし
まうような事態が生じた場合にも、ケース挿通突部５５と突部固定部７５とが固定されて
いれば第１ケース体６０の脱落を防止できる。
【００８８】
　そして、液晶ケース体５０に収容された液晶パネル３０は、第１ケース体６０に収容さ
れた図柄制御基板９１によって制御される。図柄制御基板９１は、第２ケース体７０に収
容されたサブ制御基板９５に制御されて作動している。本実施形態のように、各ケース５
０，６０，７０に収容された電気的遊技部材（液晶パネル３０，図柄制御基板９１，サブ
制御基板９５）を重ねて配置すれば各電気的遊技部材の間を繋ぐケーブルを短くすること
ができるとともに、各ケース５０，６０，７０を隣接して配置できるので配置スペースも
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コンパクトにすることが可能となる。
【００８９】
　このように、本実施形態のパチンコ遊技機１０によれば、第２ケース体７０がケース挿
通突部５５によってベース部５２Ｅに直接固定されているので、第１ケース体６０及び第
２ケース体７０にかかる自重や振動等による負荷が、従来のように第１ケース体６０とベ
ース部５２Ｅとの間の固定部分に集中して、その固定部分を変形させる事態を防ぐことが
できる。これにより、ベース部５２Ｅに対する第１ケース体６０及び第２ケース体７０の
固定が安定する。しかも、本実施形態では、第１ケース体６０にケース貫通空間６５Ｃが
貫通形成され、そのケース貫通空間６５Ｃを介してケース挿通突部５５が第２ケース体７
０とベース部５２Ｅとを固定しているので、仮に、第１ケース体６０をベース部５２Ｅに
固定し忘れ、第２ケース体７０のみをベース部に固定して出荷した場合でも、第１ケース
体６０がケース挿通突部５５に係止してベース部５２Ｅからの脱落が防がれ、第１ケース
体６０及びその周辺部品の破損を防ぐことができる。
【００９０】
　［他の実施形態］
　本発明は、前記実施形態に限定されるものではなく、例えば、以下に説明するような実
施形態も本発明の技術的範囲に含まれ、さらに、下記以外にも要旨を逸脱しない範囲内で
種々変更して実施することができる。
（１）前記実施形態では、遊技機としてパチンコ遊技機１０を例示したが、アレンジボー
ルのような弾球遊技機であってもよいし、スロットマシンのような非弾球遊技機であって
もよい。
【００９１】
（２）前記実施形態では、液晶パネル３０を収容した液晶ケース体５０の後方に配置した
第１ケース体６０及び第２ケース体７０に本発明を適用していたが、複数のケース体が重
なって固定された構造であれば、その他のケース体に適用してもよい。
【００９２】
（３）前記実施形態では、ベース部５２Ｅにケース挿通突部５５及びケース固定突部５６
を設けたが、第２ケース体７０側にケース挿通突部又はケース固定突部を設けベース部５
２Ｅ側で固定する構成にしてもよい。また、ベース部５２Ｅ及び第２ケース体７０の双方
からケース挿通突部又はケース固定突部を突出させて、中間位置で接続させたる構造にし
てもよい。例えば、第１ケース体６０のケース貫通空間６５Ｃ内で接続させた構造にして
もよい。
【００９３】
（４）前記実施形態では、ベース部及びケース挿通突部を各１つ備えた構成としたが、ベ
ース部及びケース挿通突部を各２つ以上備えた構成にしてもよい。
【００９４】
（５）前記実施形態では、ベース部５２Ｅに連結孔５７を設け、第１ケース体６０に連結
フック６７を設けたが、ベース部５２Ｅに連結フックを設け、第１ケース体６０に連結孔
を設けてもよい。
【００９５】
（６）前記実施形態では、位置決めリブ５３Ｂにスライド結合孔５３Ｃを設け、第１ケー
ス体６０にスライド係合突部６９を設けたが、位置決めリブ５３Ｂにスライド係合突部を
設け、第１ケース体６０にスライド結合孔を設けてもよい。
【００９６】
（７）前記実施形態では、第１ケース体６０に保持突部６６及びケース間係合孔６６Ａを
設け、第２ケース体７０にケース間係合突部７６を設けたが、第１ケース体６０にケース
間係合突部を設け、第２ケース体７０に保持突部及びケース間係合孔を設けてもよい。
【００９８】
（８）前記実施形態では、カバー体５２の一部に本発明のベース部を設けたが、ベース部
を設けるのはカバー構造の部材に限られない。ケース体を固定可能な壁面を有している部
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【符号の説明】
【０１００】
　１０　　パチンコ遊技機
　１１　　遊技板
　３０　　液晶パネル
　５０　　液晶ケース体
　５２Ｅ　　ベース部
　５３Ａ　　スライドガイド部
　５３Ｂ　　位置決めリブ
　５３Ｃ　　スライド結合孔
　５４　　係止爪
　５５　　ケース挿通突部
　５６　　ケース固定突部
　５７　　連結孔
　６０　　第１ケース体
　６０Ｌ　　大空間部屋
　６０Ｍ　　小空間部屋
　６０Ｎ　　空間区画壁
　６５　　突部挿通部
　６５Ｃ　　ケース貫通空間
　６６　　保持突部
　６６Ａ　　ケース間係合孔
　６７　　連結フック
　６９　　スライド係合突部
　７０　　第２ケース体
　７５　　突部固定部
　７６　　ケース間係合突部
　９１　　図柄制御基板（遊技機構成部材）
　９２　　音声制御基板（遊技機構成部材）
　９５　　サブ制御基板（遊技機構成部材）
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